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~1: (~> 7) • (z1, z, z,) E IC3, ~2: (~> :n e+ (z, 砂硲） E IC3 
を考えるこのとき， Nの群構造はそれぞれの複素座標系において
(z1, Z2五）・ (w1,W2,W砂＝（均十町，砂＋叫，硲十Z1四＋叫），
(z1, Z2因）・ (w1,W2, 叩）＝（釘＋叫，砂＋叫，Z3+函四十四）
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実リ一環gとその部分リ一環a,bで， anb = {O}かつ
g=a+b 
となるものを考えるさらに， aとbの基底を考える：
a= spa限 {Uf,.. , 因｝，
b = span叶v/,...'½n-
リ一環 g の複素化祈を考えると祈 =g+ ✓コgであるから，複素化gC
の係数休を実数体に制限した訊gりは次のような基底をもつ：
{Uf, ..'u;, ½_1, ...'¼1, 賃，...,u;, げ，．．．，巧｝，
49
ただし Ul= ✓可Ul,102 = ✓ コ~101 とする．ここで，
{ai, . , at,/3i, . , /3~, O:i, . , a;,/3i, . , /3;}
を
{ut, . , u;,v/, . , ¼1, uf, . , u;,閉...'巧｝
の双対拮底とする．
民(gりの（概）複素構造Jを，各i,jに対して
J切＝巧 (J巧＝一切）， JV]= 叩 (Jげ＝ーv~/)
により定義するこのとき（訊祈），J)は複素リ一環となるここで，
入＝叫+ ✓可叶， μj=尻+ ✓可尻
とおくと， gが実リー環であるから，
d入＝一こ叫心心—LDいk/\µs, d灼＝一〉尻µs叩—〉四ふ位s





ふ＝叶ー《叶， 'r/j= /3]+ H/3] 
とおく./¥s/ = /¥1¥腔(gり）＊で，股(Gり上の左不変な jに関する (s,t)ー形
式全体のなす空間を表すことにするこのとき， g 佑€ 八げであり，



























(J =£+ m, £nm= {O}, J(£) c£, J(m) cm 
をみたすものとする．ここで，
q = spanc{X — \1-lJX, y + ✓ 工 YIXE£,YE m} 
とおく．このとき， qは栢の部分リー環で，栢 =q①Tqをみたし， 1=
-✓ 二lidq①Hi凸は栢上の可積分な複素構造である．















span{µ~, .. , μg, 叫，．．．，外}, gb= span {μL .. , μ ふ叫，．．．，吋｝がそれぞ
れ構造方程式




をみたすもので定める．実際，八了(glC)*上で[)2= 0であるから， /¥1g; と


































任意の s,t に対して， Ht(g且 ~Ht(g_J) をえる．
準同型写像Fを
s,t 
F: 〶(EB 八((J叶）→④八((ga X g研）＊）
r s+t=r ?
で，同型な線型写像 (fJIC)*--+ (9a X恥）I('.)*' 










区 hs,t(gJ)= dimげ (gaX g砂
s十t=r
が成り立つ．
Zj(恥）と Zj(恥）をそれぞれ fin と fib の d—閉な K形式全体のなす集合と
するさらにこれらの部分空間を
勾(gふ＝勾(g砂 n 八＊〈µ~, ••• ,μ り〉，
Z}(g贔＝笏(gりn/¥ *〈叫．．．，外〉
で定義するこのとき，次が成り立つ．
命題 7.4([19]). 任意の sに対して，







加(n)の基底 {X1,.. ,Xか Y1,.. , Yn,Z}を構造方程式［ぷY;]= z (i= 
1, .. , n)をみたすものとする部分リ一環ak,bkを
ak = span{X1, .. , ふ｝，
bk= span{Xk+l, .. ,Xn, Y1, .. , Yn, Z} 
とし，部分リ一環による分解加(n)= ak + b叶こ対応する訊Hlll(n)り上の


















例 8.3.Xij = Eij E M(4皇） (1 :; i < j :;4)とするただし， Eijは行列
単位とする．ベキ零リ一環n(3)= span叶xij}ビi<jさ4を考え，さらに次の
n(3)の部分リ一環を考える：
a= span{X13, X23}, b = span{X12, X14, X24, X』
このとき， aとbはn(3)= n+ b,およびanb = {O}を満たす．従って，次
の左不変な複素構造をもつベキ零リー群が得られる：
1 Z12 乏13 均4
（ 尺( N ( 3f ) , J ) = ~ I ゜1 223 砂4I I EC 
゜




Cl X b竺加(1)X配， fln竺 fJb竺 fJ(l,2)X配
となるここで， f)(l,2) は 5 次元の一般化されたハイゼンベルグ• リー環で
ある．つまり， fJ(l,2) = span叶X1,X2,Y,Z1乙｝で構造方程式［ぷY]=
zi (i = 1, 2)をもつ．よって，
砂 (n(3)J)= dim Ht(加(1)X配），





dimZ}(g砂lo=2, dimZ弓(g0)l0= dim~ え(g砂lo=3 dimZえ(gりlo=1. 
となり，ゆえに
を得る．
h1'0(n(3)J) = 3, h2'0(n(3)J) = 6, h3'0(n(3)J) = 8, 
h4,0(n(3り） = 7, h5,0(n(3)1) = 4, h6,0(n(3)1) = 1 
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